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はじめに

読者の中には職業でプログラミング

をしている方が多いと思いますが、そ

の中でもとくに受託開発などをしてい

る方たちは、この景気低迷で新規開発

の案件が少なくなって困っているので

はないかと思います。筆者も本業はフ

リーの開発者なので、ほんとに困って

います。

筆者の周りでは新規開発が少なくな

って、現状のシステムの改良などの案

件がよくあがってきます。新規開発と

違い改良や修正などでは、あまり多く

の予算が取れないことがほとんどです。

これらの案件に携わるフリーの開発者

の対策としては、なるべく1本のアプリ

ケーションに工数をかけずに、短時間

で開発することで本数を稼ぐしかあり

ません。

もともと、このコーナーで紹介して

いるツールなどは、前述のような目的

で使われるコンポーネントが多いと思

います。今回紹介するのは、ある程度

のユーザーインターフェイスを必要と

するアプリケーションでは必須といっ

てもよい、入力関係のコントロールを

パッケージングしたVisual Basic（以下

VB）ユーザーにはおなじみのコンポー

ネント集です。

製品概要と構成

今回紹介するInputMan for .NETは、

入力作業の効率アップに威力を発揮す

る、テキスト、マスク、日付、数値、

カレンダー、電卓、およびコンテナと

いった7種類のコントロールから構成さ

れたコンポーネント集です。

InputManという製品は、以前から

VB用のActiveXコントロール集として

発売されていました。InputManを使用

したことのある方で、Visual Studio

.NET（以下VS.NET）に移行しようと

している開発者にとっては“待ってま

した！”というところだと思います。

業務アプリケーションはもちろん、

通常のアプリケーションでも入力作業

をともなうアプリケーションでは、入

力する値に特定の制限を付ける必要が

あったり、あらかじめ指定された種類

の文字しか入力できないようにする必

要があったりします。たとえば、日付を

入力するフィールドには“yyyy/mm/

dd”形式で入力するという規則があっ

た場合、そこには数字以外を入力され

ては困ります。さらに“2002/13/35”

のような、ありえない日付を入力され

てしまった場合のチェックも必要にな

ります。そしてこのチェックを行なう

タイミングも問題になります。
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このような入力値のチェック処理を

コーディングするだけでも相当の工数

が発生しますが、加えて、IMEの制御

やスピンボタン機能の付加など、利便

性を上げるためのコーディングにもか

なりの工数がかかると言えます。

そのような場合、InputMan for .NET

を使用すれば、前述のような工数はほ

とんど必要ありません。これらの処理

や機能の多くは、プロパティの設定だ

けで構成することが可能です。

■以前のバージョンとの差異

InputMan for .NETは表1のコンポー

ネントで構成されています。以前の

InputManと比べると、郵便番号コント

ロールと時刻コントロールがなくなっ

ていることがわかります。

時刻の機能は日付コントロールに組

み込まれました。.NETになってDate

Time型を使用して日付と時刻を使用す

るようになったので、それにともなっ

て変更されています。入力や表示はフ

ォーマットの設定で時刻のみ／日付の

みの利用も可能なので、機能が減って

しまったわけではありません。

また、以前のバージョンでは郵便番

号専用のコントロールがあり、郵便番

号辞書を利用した住所の自動検索機能

などが組み込まれていましたが、今回

この機能は含まれていません。今後の

バージョンアップに期待したいところ

です。ただし、ちょっと面倒ですが、

マスクコントロールに郵便番号を入力

させて、別のテキストコントロール上

でIMEの郵便番号辞書を利用した変換

を用いれば同じような機能をもたせる

ことは可能です。

この他、データバインドもADO.NET

に対応し、DataSetを連結することが可

能です。データベースのフィールドは

データの型により格納する値に制限が

あります。たとえば、Int型のフィール

ドには文字列を格納することはできま

せん。このような場合には、とくに入

力値のチェックが重要になります。

InputMan for .NETを使用すれば、入

力制御や値のチェックなどをコントロ

ール側で受けもってくれるので大変便

利です。

今回はサンプルプログラムとして、

Accessデータベースを使用して住所録

の入力アプリケーションを作成してみ

ます。

なお、InputMan for .NETのインスト

ールは、他のグレープシティ社のコン

ポーネント同様にセットアッププログ

ラムを実行して指示に従ってゆけばOK

です。

住所録データベースの作成

アプリケーションの作成を開始する

前に、データベースを作成して住所録

テーブルを作成します。今回はAccess

のデータベースを使用するので、Access

で“USER.mdb”というファイルを作

成し、そこにテーブルを作成します。

テーブルのフィールドは表2のような

構成とします。IDフィールドを主キー

に設定し、テキスト型のフィールドは

空文字の許可を“はい”に設定し、テ

ーブル名は“住所録”として保存しま

す。作成したファイルは、プロジェク

トの作成後にプロジェクトと同じフォ

ルダにコピーしておきます。

コントロールの配置

それでは、VS.NETを起動して、新

規プロジェクトを作成します。VS.NET

の［ファイル］メニューから［新規作

成］-［プロジェクト］を選択し、「プロ

ジェクトの種類」は“Visual Basicプロ

ジェクト”、「テンプレート」は“Win-

dowsアプリケーション”を指定します。

プロジェクト名は“InputManSample1”

にします。
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表1：InputMan for .NETを構成するコンポーネント

呼称 コントロール名 説明

テキストコントロール Edit 入力可能な文字種を制限できるテキスト入力
コントロール

マスクコントロール Mask 郵便番号などの入力に便利な書式設定機能を
もったマスク入力コントロール

日付コントロール Date 日付と時刻の入力に特化した高機能の日付入
力コントロール

数値コントロール Number さまざまな数値入力を細かく制御できる数値
入力コントロール

カレンダーコントロール Calendar スタイルを自由にカスタマイズできるカレン
ダー入力コントロール

電卓コントロール Calculator 四則演算とメモリ機能を備えた電卓入力コン
トロール

コンテナコントロール Container 子コントロールにキャプションと3D表示を追
加するコンテナ型のコントロール

表2：テーブル「住所録」のフィールド構成

フィールド名 データ型

ID オートナンバー

性別 テキスト

氏名 テキスト

シメイ テキスト

電子メール名 テキスト

生年月日 日付／時刻

郵便番号 テキスト

都道府県 テキスト

市区町村 テキスト

住所 テキスト

備考 メモ




